「食の安全・安心」に関するアンケート
　

◆調査目的
『大阪府食の安全安心推進計画』に関する指標
毎年アンケートを実施（平成１５年度～）することにより、食の安全・安心に関する府民意識の動向を把握し、施策立案の資料とする。
◆サンプル割付け
国勢調査結果（平成22年）に基づき、性・年代・居住地（4地域）の割合で割り付けた15歳以上の大阪府民1,000サンプル
◆質問数　　12問

◆本質問

Ｑ１　あなたは、現在流通している食品が安全・安心だと思いますか。（ＳＡ）
１．安全・安心だと思う
２．どちらかと言えば安全・安心だと思う

３．どちらかと言えば安全・安心だと思わない

４．安全・安心だと思わない

５．わからない（⇒Ｑ５へ）
Ｑ２　Ｑ１で「安全・安心だと思う」、「どちらかと言えば安全・安心だと思う」を選ばれた方にお聞きします。その理由としてあてはまるものを次の中からすべて選んでください。（ＭＡ）
１．国や都道府県など行政の取締りが強化されたから

２．以前と比べて食に関わる法律が強化されたから（※）

３．生産者・販売者など事業者を信頼しているから

４．食に関わる情報が多く提供されているから

５．消費者自身の知識が向上したから

６．現在発生している問題の程度は許容範囲内だと思うから

７．その他（　　　　　　　　　　　　　）

８．わからない

※　平成23年10月から、生食用食肉（ユッケ、牛刺しなど）の規格基準が設定されました。この規格基準に適合する生食用食肉でなければ、牛肉を「生食用」として販売、提供できなくなりました。また、平成24年7月からは、牛の肝臓（レバー）を生食用として販売、提供できなくなりました。
　　さらに、平成27年6月から豚の肉や内臓（レバーなど）を生食用として販売、提供できなくなりました。
Ｑ３　Ｑ１で「安全・安心だと思わない」、「どちらかと言えば安全・安心だと思わない」を選ばれた方にお聞きします。その理由としてあてはまるものを次の中からすべて選んで下さい。（ＭＡ）
１．原産地や賞味期限等の偽装表示
２．ＢＳＥ（牛海綿状脳症）や鳥インフルエンザなどの家畜の病気
３．食肉や卵・魚介類に使用される抗生物質などの残留
４．食品に意図せず含まれる有害な物質（カドミウム、メチル水銀、ダイオキシンなど）
５．輸入食品の安全性（原材料として輸入品を使った場合を含む）
６．食品添加物の不適正使用
７．遺伝子組換え作物の使用
８．農薬の不適正使用
９．いわゆる健康食品の誇大広告や健康被害
10．食品の不衛生な取り扱い（食中毒菌の混在や製造工程中の毛髪の混入など）

11. 放射性物質による食品への影響
12．その他（　　　　　　　　　　　　　）
13．わからない
Ｑ４　（Ｑ１で「安全・安心だと思わない」、「どちらかと言えば安全・安心だと思わない」を選んだ人）食品に関して不安に思う原因は何だと思いますか。次の中からあてはまるものをすべて選んで下さい。（ＭＡ）

１．法令に不備がある
２．行政の取組が不十分である　

３．生産者や企業のモラルが低下している

４．輸入食品に頼りすぎている

５．食の安全・安心に関する情報・説明が不足している

６．食の安全・安心をゆるがすニュースが多い
７．消費者の意見が行政の施策に反映されていない

８．消費者の意見が生産者・事業者の取組に反映されていない

９．その他（　　　　　　　　　　　　　）

10．わからない
Ｑ５　次に、食品の表示についてお聞きします。あなたは、食品の表示を信用していますか。（ＳＡ）
１．信用している
２．おおむね信用している
３．あまり信用していない
４．信用していない

５．特に気にしていない
Ｑ６　Ｑ５で「あまり信用していない」、「信用していない」を選ばれた方にお聞きします。特にどのような表示が信用できませんか。次の中からあてはまるものをすべて選んで下さい。（ＭＡ）
１．原産地表示
２．名称・原材料名の表示
３．賞味期限などの期限表示
４．内容量表示
５．食品添加物表示
６．有機栽培・減農薬栽培である旨の表示

７．遺伝子組換えの表示
８．その他（　　　　　　　　　　　　　）

９．わからない

Ｑ７　次に、食の安全・安心への取組についてお聞きします。食の安全・安心について、行政に対して期待することはどのようなことですか。次の中からあてはまるものをすべて選んで下さい。（ＭＡ）
１．生産者に対する農畜産現場での農薬の適正使用などの指導の徹底
２．国内の食品関連事業者に対する表示や製造・販売現場でのチェックなどの監視や指導の強化
３．輸入業者に対する指導強化
４．検査機器の整備などの食品検査体制の強化
５．食の安全・安心に関する知識の普及啓発
６．食品業界の「食の安全・安心」に対する自主的な取組の促進
７．消費者・食品関連事業者・行政による意見交換会の実施
８．食品によるものと疑われる重大な健康被害についての情報の速やかな提供
９．違反食品や事業者による不良食品の自主回収等の情報の提供
10．その他（　　　　　　　　　）
　　11．特に期待するものはない
Ｑ８　事業者は、法令を守ることはもとより、特にどのような点に力を入れていくべきだと考えますか。次の中からあてはまるものをすべて選んで下さい。（ＭＡ）
１．消費者に対する積極的な情報提供
２．相談窓口の充実
３．消費者の意見を経営に生かすモニター制度の充実
４．内部チェック機能の強化
５．外部機関によるチェックの導入
６．消費者に対する積極的な製造工程の公開
７．自主的に検査するなど自主管理の強化
８．消費者との意見交換会の実施
９．トレーサビリティ（※1）のシステムづくり
10．わかりやすい表示
11．地産地消（※2）の促進への取組
12．企業倫理の確立
13．内部通報制度の確立
14．その他（　　　　　　　　　）
15．わからない
※1食品の生産から販売までの流通経路を記録・保管し、追跡できるシステム
※2地域で生産された農産物をその地域で消費するという取組
Ｑ９　食の安全・安心に関する活動のうち、消費者としてあなたが参加･協力しても良いと思うものはどれですか。次の中からあてはまるものをすべて選んで下さい。（ＭＡ）
１．府や事業者のホームページ、相談窓口等への意見の投稿
２．府が行うパブリックコメント・意見募集等への意見提出
３．イベント（フェア）・展示会等への参加
４．フォーラム、シンポジウム、意見交換会等への参加
５．生産・製造現場の見学や体験への参加
６．消費者団体や保健所等が開催する比較的小規模な勉強会への参加
７．（本調査以外の）アンケートへの協力
８．その他（　　　　　　　）
９．特に参加したいものはない

Ｑ１０　あなたは、普段食の安全性に関する情報をどこから入手していますか。次の中からあてはまるものをすべて選んで下さい。（ＭＡ）
１．テレビ
２．ラジオ
３．インターネット

　　４．新聞の記事や広告

　　５．スーパーなどの店頭

　　６．市販されている雑誌や本

７．市町村の広報誌

８．大阪府の発行する「府政だより」やリーフレット、パンフレット類
９．メールマガジン（大阪府の「食の安全安心メールマガジン」など）

10．近所や職場などの友人との日常会話

　　11．その他（　　　　　　）

　　12．特に情報は手に入れてない

Ｑ11　食の安全・安心の確保のための行政の取組内容について、あなたはどの程度関心がありますか。それぞれの取組についてお答えください。（表組）
	
	関心あり
	どちらかと言えば関心あり
	どちらとも言えない
	どちらかと言えば関心なし
	関心なし

	鳥インフルエンザサーベイランス※1

	
	
	
	
	

	畜産物中の飼料添加物残留検査

	
	
	
	
	

	アサリ等の貝毒検査

	
	
	
	
	

	養殖魚の水産用医薬品の残留検査

	
	
	
	
	

	府内に流通する輸入食品の検査

	
	
	
	
	

	食品中の放射性物質検査

	
	
	
	
	

	食品関係営業施設への監視指導

	
	
	
	
	

	食品中のアレルギー物質対策

	
	
	
	
	

	リスクコミュニケーション※2（意見交換会、シンポジウム等）の実施
	
	
	
	
	

	メールマガジンでの食に関する情報の配信

	
	
	
	
	

	大阪版食の安全安心認証制度※3の推進

	
	
	
	
	


※1養鶏農家の鶏を対象に行う定期的な臨床検査とウイルス検査

※2行政、事業者、府民、学識経験者等がそれぞれの立場から互いに行う食品の安全性についての情報の共有及び意見交換

※3事業者の自主的な衛生管理・コンプライアンス等の積極的な取組を支援するため、一定水準以上の事業者を認証する大阪府の制度
Ｑ12　食の安全・安心の確保のため次のような自主的な取組を行っている事業者について、あなたはどの程度関心がありますか。それぞれの取組についてお答えください。（表組）
	
	関心あり
	どちらかと言えば関心あり
	どちらとも言えない
	どちらかと言えば関心なし
	関心なし

	農薬の防除日誌や動物用医薬品の投薬記録等生産履歴の作成保存
	
	
	
	
	

	仕入や製造等の記録の作成保存

	
	
	
	
	

	原材料や製品の安全性の確認

	
	
	
	
	

	生産・製造施設環境の衛生状態の自主検査の実施
	
	
	
	
	

	飲食店で提供する食品のアレルギー情報の提供
	
	
	
	
	

	食品事故や製品不良の自主回収及び公表

	
	
	
	
	

	食品の安全性や品質等に関する情報提供

	
	
	
	
	

	大阪版食の安全安心認証制度の認証取得
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